
Kenichi Hirata

2006.7.31

ひらた研一
市議会ニュース  Vol.07

宇治市議会議員

号 外

ひらた研一事務所

TEL&FAX：0774-33-8199
宇治市木幡南山 15-200

E-mail：hirata@wao.or.jp
http://www.wao.or.jp/hirata/

PRESS MINSHU

民主党プレス民主編集部

東京都千代田区永田町1-11-1
〒100-0014

TEL.03-3395-9988（代表）
http://www.dpj.or.jp

平成9年4月25日  第3種郵便物認可

2
0
0
6
年
6
月
14
日
、高
齢
者
の

窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
を
柱
と
す
る

医
療
制
度
改
革
法
案
を
、自
民･

公
明

両
党
は
審
議
を
強
引
に
打
ち
切
り
、採

決
に
持
ち
込
ん
で
法
案
は
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

健
康
弱
者
で
あ
る
こ
と
が
考

慮
さ
れ
な
い
高
齢
者
の
自
己
負

担
設
定
及
び
高
齢
者
用
の
診
療

報
酬
体
系
の
問
題
、ま
た
、後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
家
族
と
同

居
す
る
と
保
険
料
が
上
が
る
点

な
ど
数
々
の
法
案
の
問
題
点
が

噴
出
す
る
な
か
で
の
強
行
採
決
。

現
状
へ
の
危
機
意
識
も
対
応
策

も
持
た
な
い
現
政
権
が
続
く
限
り
、

日
本
の
医
療
・
福
祉
の
崩
壊
は

止
ま
り
ま
せ
ん
。

診
療
・
介
護
報
酬

同
時
改
定
の
影
響

本
年
度
の
診
療
報
酬（
2
年
毎
）

及
び
介
護
報
酬（
3
年
毎
）の
同

時
改
定
は
、中
重
度
者
へ
の
支
援
強
化
、

介
護
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
、地
域
包
括
ケ
ア
・
認
知
症
ケ
ア
の
確

立
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、そ
し
て
医

療
と
介
護
の
機
能
分
担
・
連
携
の
明
確

化
を
目
指
し
て
い
る
旨
の
説
明
が
厚
労

省
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、中
身
は
、

施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ
の
移
行
が

謳
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、介
護
予

防
や
家
事
援
助
カ
ッ
ト
な
ど
軽
度
者
へ

の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
後
退
。

ケ
ア
付
き
居
住
施
設
の
充
実

　
　
　
　
　    

（
終
の
住
処
づ
く
り
）

病
院
の
一
般
病
床
や
医
療
・
介
護
の

療
養
型
病
床
、介
護
老
人
保
健
施
設
に

は
自
宅
へ
戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
多

く
の
高
齢
者
が
お
ら
れ
、そ
の
多
く
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
で
す
。

（
現
在
宇
治
市
に
は
3
0
0
人
を
超
え

る
方
が
待
機
）

超
高
齢
社
会
の
現
状
で
は
、ど
ん
な

に
自
宅
で
の
生
活
を
支
え
る
機
能
を
拡

充
し
て
も
、在
宅
に
お
け
る
介
護
力
低

下
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
容
易
に
想
像

で
き
ま
す
。
厚
労
省
は（
別
図
①
）の
よ

う
に
在
宅
療
養
を
支
え
る
ケ
ア
の
イ
メ

ー
ジ
を
描
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
ケ
ア
付
き
居
住
施
設

の
充
実
と
し
て
、特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
の
見
直
し
と
特
定
施
設
の
対

象
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
見
直
し
や
高
齢
者
専
用
賃
貸
住

宅
も
選
択
肢
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

「
終
の
住
処
」
の
絶
対
量
不
足
を
解

消
し
、分
か
り
に
く
い
制
度
の
サ
ー
ビ
ス

体
系
の
確
立
、そ
し
て
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

懸
案
で
あ
っ
た
住
所
地
特
例
の
見
直

し
も
行
な
わ
れ
、終
の
住
処
づ
く
り
に

向
け
て
の
環
境
は
、整
い
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、2
0
1
5
年
問
題（
※
）は
待
っ
た

な
し
で
す
。

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

※
2
0
1
5
年
問
題
：

2
0
1
5
年
に
は
「
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
世
代
」
が
前
期
高
齢
者(

65
〜
74

才)

に
到
達
し
、
そ
の
10
年
後

(

2
0
2
5
年)

に
は
高
齢
者
が
ピ

ー
ク(

約
3
5
0
0
万
人)

を
迎
え

る
。
認
知
症
高
齢
者
は
2
5
0
万

人(

現
在
約
1
5
0
万
人)

と
推
計

さ
れ
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

は
5
7
0
万
世
帯
に
達
す
る
。

2
0
0
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齢
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◆新しい要介護状態区分

◆在宅療養支援拠点
～地域で支えるケアの構築～（別図①）
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在宅にかわる生活



2006年 6 月 定例会報告
公共サービスの全てを行政が担う、あるいは独占するという時代は終わっていますが、本市はこのことについて
市民理解を得る努力が足りません。　６月定例会では、行政の役割とはなにか？  公共サービスの担い手への

環境整備に必要なこととは何か？  ということを念頭において一般質問を行ないました。
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入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

1質 問答 弁

●
総
合
評
価
型
入
札
へ
の
転
換
に
つ
い
て

価
格
の
み
を
絶
対
視
す
る
「
価
格
入
札
制
度
」
は
、談
合
や

行
き
過
ぎ
た
低
入
札
を
生
む

政
策
的
価
値
を
判
断
基
準
と
し
て
取
り
入
れ
た

「
政
策
入
札
つ
ま
り
総
合
評
価
型
入
札
」へ
転
換
す
る
考
え
が
あ
る
か
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て

2質 問

① 

政
策
ツ
ー
ル
と
し
て
の
位
置
づ
け

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
最
適
な
政
策
ツ
ー
ル
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
し
て
い
く
考
え
が
有
る
か
？

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
定
義

提
唱
者
で
あ
る
細
内
信
孝
さ
ん
に
よ
る
と
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
準
に
し
て
、

住
民
が
主
体
と
な
り
、顔
の
見
え
る
関
係
の
中
で
営
ま
れ
る
事
業
を
い
う
」

談
合
や
低
入
札
問
題
の
解
決
だ
け
で
な
く
、本
市
の
目
指
す
将
来

像
の
実
現
に
、こ
の
入
札
制
度
改
革
は
施
策
と
し
て
有
効
で
す
。

福
祉
政
策
や
男
女
共
同
参
画
、
労
働
政
策
ま
た
環
境
政
策
な
ど
を
推

進
し
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
こ
の
入
札
制
度
を
活
用
し
て
い
る

例
は
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
落
札
価
格
が
高
く
な
る
こ
と
や
、「
落
札
評
価
決
定
基
準
」
の

根
拠
に
は
高
い
客
観
性
が
求
め
ら
れ
、今
後
の
課
題
。

答 弁質 問

② 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

    

支
援
に
つ
い
て

自
発
的
に
起
業
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
的
だ
が
、

ヒ
ト（
市
職
員
に
よ
る
ペ
ー
ス
メ
ー
キ
ン
グ
支
援
）、

モ
ノ（
活
動
場
所
の
提
供
）、

カ
ネ（
補
助
金
や
官
の
仕
事
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）、

情
報（
情
報
の
収
集
と
提
供
）、

そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
の

支
援
が
時
系
列
的
に
必
要
で
あ
る
が
当
局
の
考
え
は
？

行
政
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ
と
に
口
や
手
を
出
す
時

代
は
終
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
小
さ
く
て
効
率
的
な
市
役
所
」
を
実
現
す
る
に
は
、「
事

業
の
仕
分
け
」
を
行
い
抱
え
込
み
す
ぎ
た
事
業
を
、市
民

が
起
こ
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ビ
ジ
ネ
ス
に
委
託
し
、地
域
に
再

雇
用
の
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

国
や
府
の
研
究
成
果
や
検
討
結
果
も
見
極
め
つ
つ
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答 弁

市
内
で
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る

団
体
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

１７
年
度
末
に
障
害
福
祉
課
で
構
造
改
革
特
区
の
認
定
を
受

け
た
「
宇
治
市
福
祉
有
償
運
送
セ
ダ
ン
型
車
両
特
区
」
事
業

な
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
的
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ

る
よ
う
環
境
整
備
を
推
進
し
た
。
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高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

3質 問答 弁

① 

介
護
保
険
制
度
改
正
の
影
響
に
つ
い
て

平
成
１８
年
度
に
診
療
報
酬（
2
年
毎
）及
び
介
護
報
酬（
3
年
毎
）の

同
時
改
定
が
行
わ
れ
、平
成
２４
年
３
月
３１
日
限
り
で
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
対
す
る
介
護
保
険
か
ら
の
給
付
廃
止
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
へ
の
移
行
が
謳
わ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、介
護
予
防
や
家
事
援
助
カ
ッ
ト
な
ど
軽
度
者
へ
の

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
後
退
し
た
印
象
が
あ
る
が
、

本
市
の
実
情
及
び
対
応
は
？

介
護
保
険
は
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
家
族
介
護
か
ら
の
開
放
を
目

指
し
た
制
度
。そ
れ
が
利
用
者
増
で
税
負
担
が
予
想
以
上
に
拡
大
し
た

た
め
、厚
労
省
は
サ
ー
ビ
ス
抑
制
に
転
換
、そ
れ
に
伴
い
適
正
化
事
業
や

今
回
の
改
正
で「
家
族
支
援
」
を
持
ち
出
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、本
市
に
あ
る
介
護
療
養
型
病
床
１
８
２
床
は
、老
健
施
設
や

ケ
ア
ハ
ウ
ス
、居
住
系
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
す
る
か
廃
止
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

で
は
、病
院
や
施
設
を
追
わ
れ
た
方
が
行
け
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
？
、「
終

の
住
処
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
高
齢
者
の
居
住
問
題
、保
険
者
で
あ
る

本
市
の
責
任
は
ま
す
ま
す
重
大
で
す
。

介
護
療
養
型
医
療
施
設
廃
止
に
伴
う
対
応
は
、平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
「
第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
作
成
す
る
中
で
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
高

齢
者
専
用
住
宅
な
ど
の
整
備
も
含
め
て
検
討
、な
お
低
額
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
つ
い
て
は
府
と
連
携
取
り
な
が
ら
個
別
に
対
応
す
る
。

今
度
の
改
定
で
「
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
と
し
て
新
予
防
給
付
や
地
域

支
援
事
業
が
創
設
さ
れ
た
、
介
護
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
作
成
す
る
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
い
て
行
な
わ
れ
、
軽
度
者
へ
の
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
お
い
て
引
き
続
き
行
な
わ
れ
る
。

質 問答 弁

② 

宇
治
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社
設
立
時
の

    

目
的
、役
割
と
は
何
で
有
っ
た
の
か
？

福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社
の
果
た
し
て
き
た
先
導
的
な
役
割
や
行
政
の
責
任

あ
る
関
与
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、果
た
す
べ

き
役
割
や
目
的
は
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。　

事
業
拡
大
は
「
官
か
ら
民
」へ
の
大
き
な
流
れ
に
逆
ら
う
も
の
で
あ
り
、

特
に
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
事
業
を
市
の
看
板
を
背
負
っ
て
民
間
業
者

と
同
じ
土
俵
で
争
う
事
は
ま
さ
し
く
民
業
圧
迫
、設
立
時
の
目
標
を
達

成
し
た
の
で
あ
れ
ば
、廃
止
も
含
め
た
事
業
の
見
直
し
は
当
然
で
す
。

約
１０
年
前
、
高
齢
化
が
進
行
し
家
庭
介
護
力
が
衰
退
と
い
う
状
況
の
中
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
今
後
も
住
み
続
け
た
い
と
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
実
現
と
在
宅

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
お
手
本
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目

的
に
設
立

公
的
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
市
民
と
行
政
は
一
緒
に

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

庁
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
の
議
論
が
深
ま
ら
な
い
最
大
の

原
因
は
、縦
割
り
行
政
の
弊
害
で
担
当
部
局
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
に

あ
り
ま
す
。



１
、
社
会
保
険
庁
で
前
代
未
聞
の

違
法
行
為
が
発
覚

民
主
党
の
年
金
抜
本
改
革
案

（
税
方
式
の
最
低
保
障
年
金
と
一
元
化
）

〜
19
万
人
分
の
国
民
年
金
が
本
人
に
無
断
で
免
除
〜

〜
「
厚
生
年
金
の
５０
％
保
証
」
と
い
う
約
束
も
ホ
ゴ
〜

〜
社
会
保
険
庁
は
解
体
し
、国
税
庁
と
く
っ
つ
け
歳
入
庁
に
〜

2
、根
本
原
因
は
、国
民
年
金
の
破
綻

〜
加
入
者
の
二
人
に
一
人
し
か
払
わ
な
い
国
民
年
金
〜

3
、年
金
は
本
当
に

「
1
0
0
年
安
心
」
か
？

4
、

社会保険庁資料より山井事務所作成

国民年金納付率の推移

50％
H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度

55％

60％

65％

70％

75％

公表納付率

真の納付率

2人に1人しか

払っていない

国民年金
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こ
の
6
月
に
社
会
保
険
庁
の
違
法
行
為
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
全
国
で
１９
万
人
の
国
民
年
金
加
入
者
に
対
し
て
、

本
人
に
無
断
で
保
険
料
の
支
払
い
を
「
免
除
」
し
た
の
で
す
。

�

国
民
年
金
法
で
は
、「
免
除
」
に
は
、
本
人
の
「
申
請
」
が

必
要
で
あ
る
の
に
、
法
を
破
っ
て
ま
で
、な
ぜ
免
除
し
た
の
か
。

理
由
の
一
つ
は
、
免
除
者
を
増
や
せ
ば
、「
保
険
料
の
未
納
者
」

が
減
り
、
国
民
年
金
の
「
納
付
率
」
が
見
か
け
上
ア
ッ
プ
す
る

か
ら
で
す
。

グ
ラ
フ
に
あ
る
よ
う
に
、
国
民
年
金
の
加
入
者
か
ら
免
除

者
を
除
い
て
数
字
を
操
作
し
た
「
見
せ
か
け
の
納
付
率
」
は
上

が
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
免
除
者
を
除
か
な
い
全
加
入
者
あ

た
り
の
納
付
者
の
割
合
は
、年
々
下
が
り
、今
で
は
５０
％
で
す
。

�

2
年
前
に
国
会
で
年
金
改
革
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
際
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
が
、
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
者

の
増
加
で
し
た
。
保
険
料
は
、
月
1
3
、
8
6
0
円
の
定
額
。

し
か
し
、ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
所
得
の
少
な
い
若
者
に

と
っ
て
は
、将
来
の
年
金
よ
り
も
手
元
の
お
金
が
重
要
な
こ
と

も
あ
り
、
保
険
料
を
払
わ
な
い
、
払
え
な
い
人
が
増
え
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、政
府
・
与
党
は
国
民
年
金
の
改
革
を
せ
ず
、2
年

前
に
強
行
採
決
で
年
金
改
革
法
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

審
議
の
際
に
、
社
会
保
険
庁
は
「
5
年
以
内
に
納
付
率
を
80

％
に
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
の
で
、
政
府
と
し
て
は
、

国
民
年
金
の
納
付
率
を
何
と
し
て
も
ア
ッ
プ
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、実
際
に
は
、納
付
率
は
な
か
な
か
上

が
ら
ず
、
焦
り
が
あ
り
、そ
れ
が
違
法
行
為
を
し
て
ま
で
の
、

見
せ
か
け
の
納
付
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
。

�

本
来
、
年
金
は
、
老
後
の
生
活
費
を
社
会
的
な
助
け
合
い

の
中
で
確
保
す
る
も
の
で
す
。
免
除
を
し
た
場
合
、目
先
の
納

付
率
は
上
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
人
は
、
低
年
金
（
月
2
万
円
程
度
）に
な
り
、
老
後
の
生
活

費
の
確
保
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、そ
も
そ
も
解
決
策

に
は
な
り
え
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
2
年
前
の
改
正
の
際
、
政
府
・
与
党
は
厚
生
年
金
に

つ
い
て
、「
年
金
は
1
0
0
年
安
心
」「
年
金
給
付
は
現
役
時

代
の
50
％
以
上
の
水
準
を
保
つ
」
と
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

出
生
率
が
低
下
し
、
早
く
も
５０
％
の
確
保
は
無
理
な
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

�

こ
の
よ
う
な
危
機
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
「
年
金
は

1
0
0
年
安
心
」
と
言
い
続
け
、抜
本
改
革
を
し
ま
せ
ん
。

民
主
党
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
を
一
元

化
し
、
納
め
た
保
険
料
に
比
例
し
た
給
付
が
受
け
ら
れ
る
制

度
に
改
革
す
べ
き
と
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、老
後
に
誰
も

が
必
要
最
低
限
の
年
金
は
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
税
金
を
財
源

と
し
た
「
最
低
保
障
年
金
」
を
導
入
し
、ま
た
、業
務
の
効
率
化

の
た
め
に
も
、徴
収
事
務
は
歳
入
庁
に
一
本
化
す
べ
き
で
す
。

年
金
制
度
の
抜
本
改
革
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

編 集 後 記 公
職
選
挙
法
に
よ
り
、

あ
い
さ
つ
状
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご理解の程
よろしくお願い
いたします。

「年金の抜本改革」と「社会保険庁改革」は待ったなし！
衆議院議員　山井 和則【宇治市在住】

（http://www.yamanoi.net/）

や ま の い


